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全国自治体のインフラメンテナンス見える化の方向性
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目的

市町村別のデータを用いて、インフラメンテナンスに関する実態を
見える化
（例：インフラの量・質、予算、自治体の体制、地元事業者の体制、メンテ
ナンスの取組状況 等）

①各自治体に危機意識を自分事化してもらう（職員、住民等）
②全国自治体の全体像から群マネのターゲットを抽出する

想定される
活用シーン
（例）

• 自治体職員が住民等へ説明する資料
⇒他の自治体と比較したランキング、レーダーチャート、マップ 等

• 自治体職員が施策検討する際の判断材料
⇒近隣自治体の状況を踏まえた連携方策の検討 等

• 自治体類型に応じた手引きの作成
⇒自治体を類型化し、各課題に応じた処方箋を提示 等

活用可能な
市町村別データ

の整理

自治体規模別の傾向分析
（指標のマクロ分析、
散布図分析 等）

各自治体の強み・弱みの
見える化

＊分析フロー（イメージ）

群マネ合同検討会資料
（R7.3.18）を一部修正



使用するデータ一覧
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○ 市区町村別にインフラメンテナンスの現況を分析可能なデータとして、以下をリストアップ。

視点 データ項目 データ出典

①インフラの量・質 • 道路橋梁数（建設後50年以上経過）

• 道路延長

道路局：道路橋点検結果データ

総務省：公共施設状況調査

②予算 • 維持補修費（道路橋りょう） 総務省：地方財政状況調査

③自治体の体制 • 技術系職員数

• 土木部門職員数

総務省：地方公共団体定員管理調
査結果

④事業者の体制 • 建設業事業所数

• 建設業従業者数

総務省・経産省：経済センサス

⑤メンテナンスの取組
状況

• 予防保全への移行（措置率）

• 新技術活用

• 国民会議への参画

• 包括的民間委託

• 集約再編

など

国交省：インフラ長寿命化計画（行
動計画）の フォローアップ

 



全国自治体データの公開方法イメージ

インフラメンテナンスレポート（仮称） 【●●市】

指標分析 取組ステータス

修繕措置率 新技術活用 国民会議の参加

包括的民間委託 ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

○ 自治体職員等が自分のまちのデータを出力できるよう、Excelデータやカルテ様式を公開予定。
※人口規模が同程度の自治体の平均値と比較。
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自治体の人口規模分析

○ 全国自治体の人口規模をみると、約半数（962団体）が３万人未満、約３割（519団体）は1万人未
満。

○ 2050年には、１万人未満が約1.4倍（218団体増加）、とりわけ5千人未満が約1.8倍（211団体増
加）となるなど、小規模化が進むと予測。

○ なお、各人口規模別（30万人以上除く）に、モデル地域の自治体が存在。

［人口規模別の市区町村数］

2020年
【宇陀】曽爾村0.1・御
杖村0.2・東吉野村0.2、
【和歌山県】九度山町
0.4・高野町0.3

【貝塚】田尻町0.9
【益田】津和野町0.7・
吉賀町0.6
【広島県】安芸太田町0.6

【幕別】★幕別町2.7、
【貝塚】忠岡町1.7・岬町1.6、
【養父】★養父市2.3・香美町1.7・
新温泉町1.4、
【宇陀】★宇陀市3.0、
【和歌山県】かつらぎ町1.7、
【広島県】北広島町1.9

【幕別】音更町 4.4、
【貝塚】熊取町4.4、
【養父】朝来市3.0、
【益田】★益田市4.6

【大館】★大館市7.2、
【貝塚】泉大津市7.5・
★貝塚市8.6・高石市5.8・
泉南市6.2・阪南市5.4、
【養父】豊岡市8.1、
【和歌山県】橋本市6.2、
【三原】★三原市9.3

【草津】★草津市13.5、
【貝塚】岸和田市19.4・泉
佐野市10.0・和泉市18.6、
【下関】★下関市26.1

【宇陀】曽爾村0.04・御杖村0.04・東吉野
村0.04、
【和歌山県】九度山町0.1・高野町0.1
【益田】津和野町0.3・吉賀町0.4
【広島県】安芸太田町0.3

【貝塚】田尻町0.8・
岬町0.7
【養父】香美町0.7・
新温泉町0.6
【和歌山県】かつらぎ
町0.9

【幕別】★幕別町1.8、
【貝塚】阪南市3.0・忠岡町1.2、
【養父】★養父市1.2・朝来市1.7、
【宇陀】★宇陀市1.2、
【益田】★益田市2.9、
【広島県】北広島町1.2

【幕別】音更町 3.4、
【大館】★大館市4.0
【貝塚】高石市4.0・
泉南市4.0・熊取町
3.3、
【養父】豊岡市4.9、
【和歌山県】橋本市
3.8

【貝塚】泉大津市
5.5・★貝塚市5.9・
泉佐野市8.1、
【三原】★三原市5.6

【草津】★草津市14.5、
【貝塚】岸和田市13.8・
和泉市15.2、
【下関】★下関市16.5

2050年

4出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5年推計）」

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例



人口規模別の指標分析（①インフラの量・質：道路橋梁数） ※50年以上経過
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［道路橋梁数］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

1,208橋 2.2橋

527橋 3.4橋

392橋 5.6橋

339橋 8.8橋

211橋 12.1橋

116橋 16.3橋

74橋 32.2橋

〇小規模自治体ほど管理する道路橋梁数は少ないが、人口当たりでみると多くなる傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：道路局「道路橋点検結果データ（R5）」

（N＝196）

（N＝237）

（N＝239）

（N＝453）

（N＝232）

（N＝300）

（N＝84）

【養父】★養父市 585 ・朝来市 610
【宇陀】★宇陀市 532
【広島県】北広島町 652

【養父】豊岡市1,258
【三原】★三原市1,033

【宇陀】御杖村234・東吉野村156
【和歌山県】高野町180

【幕別】★幕別町173
【貝塚】岬町104、【養父】香美町411・新温泉町342、
【和歌山県】かつらぎ町376

【草津】★草津市469
【貝塚】岸和田市232・和泉市169

【大館】★大館市 443、【貝塚】★貝塚市 139
【和歌山県】橋本市448

【貝塚】忠岡町9

【貝塚】熊取町42

【貝塚】田尻町6

【宇陀】曽爾村89、【和歌山県】九度山町86

【益田】★益田市 659

【益田】津和野町307・吉賀町274
【広島県】安芸太田町324

【下関】★下関市1,516

【幕別】音更町376

【貝塚】泉大津市54・泉佐野市87・
高石市44・泉南市87・阪南市74



人口規模別の指標分析（①インフラの量・質：道路延長）

○ 小規模自治体ほど管理する道路延長は短いが、人口当たりでみると長くなる傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［道路延長］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

2,305㎞ 4.1㎞

1,079㎞ 6.9㎞

803㎞ 11.6㎞

636㎞ 16.3㎞

402㎞ 23.0㎞

250㎞ 35.5㎞

169㎞ 72.1㎞

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省「公共施設状況調査（R5）」

（N＝195）

（N＝235）

（N＝239）

（N＝452）

（N＝231）

（N＝300）

（N＝84）

【幕別】 ★幕別町 882
【養父】 ★養父市 516 ・朝来市627・香美町582
【宇陀】 ★宇陀市 782、【広島県】北広島町848

【貝塚】泉大津市165・★貝塚市284・泉佐野市270・
高石市106・泉南市219・阪南市208

【貝塚】忠岡町52

【幕別】音更町1,053

【草津】★草津市 514
【貝塚】岸和田市 573

【大館】★大館市 899
【和歌山県】橋本市 699

【貝塚】和泉市397

【貝塚】熊取町157

【貝塚】田尻町34

【貝塚】岬町137、【養父】新温泉町391
【和歌山県】かつらぎ町457

【養父】豊岡市1,253
【三原】★三原市1,437

【宇陀】曽爾村104・御杖村147・東吉野村140、【和歌山県】九度山町140・高野町167

【益田】★益田市 909

【益田】津和野町294・吉賀町223、【広島県】安芸太田町248

【下関】★下関市 2,114



人口規模別の指標分析（②予算：維持補修費（道路橋りょう））

○ 小規模自治体ほど道路橋梁の維持補修費は小さい傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［道路橋りょう予算］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

14.1億円 －

3.1億円 －

1.6億円 －

1.1億円 －

0.8億円 －

0.5億円 －

0.4億円 －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省「地方財政状況調査（R4）」

（N＝196）

（N＝236）

（N＝238）

（N＝452）

（N＝230）

（N＝298）

（N＝84）

【大館】★大館市 4.8 、【和歌山県】橋本市 1.8
【三原】★三原市 2.7

【貝塚】泉大津市0.8・★貝塚市0.9・泉佐野市0.2・
泉南市0.6・阪南市0.1、【養父】豊岡市0.4

【貝塚】高石市0

【幕別】音更町7.6

【幕別】★幕別町5.5

【草津】★草津市 3.2 、【貝塚】岸和田市 1.4 ・和泉市 1.4
【下関】★下関市 2.7

【貝塚】忠岡町0.03・岬町0

【貝塚】熊取町0.9

【貝塚】田尻町0.02

【養父】★養父市 1.8 ・新温泉町1.0
【広島県】北広島町 4.3

【宇陀】★宇陀市0.8
【養父】朝来市0.3、香美町0.9
【和歌山県】かつらぎ町0.2

【宇陀】曽爾村0.004・御杖村0.04・東吉野村0.09
【和歌山県】九度山町0.06・高野町0

【益田】★益田市 1.6

【益田】津和野町0.2・吉賀町0.2 【広島県】安芸太田町 1.4



人口規模別の指標分析（③自治体側の体制：技術系職員数）

○ 小規模自治体ほど技術系職員数は少ない傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［技術系職員数］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

199.6人 －

49.6人 －

18.2人 －

9.1人 －

4.1人 －

1.7人 －

1.0人 －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省「地方公共団体定員管理調査結果（R5）」

【草津】★草津市42 、【貝塚】和泉市39 

【幕別】音更町 17、【貝塚】熊取町 19
【益田】★益田市 21

【貝塚】忠岡町2、【養父】朝来市0 ・新温泉町4、
【和歌山県】かつらぎ町0 、【広島県】北広島町0

【貝塚】岬町7
【養父】★養父市8・香美町5

【益田】津和野町3・吉賀町0
【広島県】安芸太田町5
【貝塚】田尻町6

【宇陀】曽爾村0・御杖村0・東吉野村1、【和歌山県】高野町2
【和歌山県】九度山町8

【貝塚】泉大津市 17 ・
泉佐野市 20 ・高石市 15 ・泉南市 11・阪南市 20
【和歌山県】橋本市 21

【貝塚】岸和田市65、【下関】★下関市69

【幕別】★幕別町 10
【宇陀】★宇陀市 10

【大館】★大館市 34 、【貝塚】★貝塚市 32 
【養父】豊岡市 33 、【三原】★三原市 42

（N＝196）

（N＝237）

（N＝239）

（N＝453）

（N＝232）

（N＝300）

（N＝84）



人口規模別の指標分析（③自治体側の体制：土木部門職員数）

○ 小規模自治体ほど土木部門職員数は少ない傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［土木部門職員数］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

478.6人 －

117.9人 －

47.6人 －

28.5人 －

14.3人 －

7.8人 －

5.0人 －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省「地方公共団体定員管理調査結果（R5）」

【宇陀】御杖村4・東吉野村4

【貝塚】忠岡町9

【大館】★大館市61
【貝塚】泉大津市 34 ・ ★貝塚市61・泉佐野市56 ・高石市 46
【養父】豊岡市73 、【和歌山県】橋本市 42

【幕別】★幕別町 20 、【貝塚】岬町 15 、
【養父】★養父市 26 ・朝来市 16 ・香美町 15 ・新温泉町 10
【和歌山県】かつらぎ町 18 、【広島県】北広島町 10

【草津】★草津市109、【貝塚】岸和田市107・和泉市99 、【下関】★下関市200

【貝塚】泉南市29 ・
阪南市 23

【貝塚】田尻町10

【宇陀】曽爾村5、【和歌山県】九度山町6・高野町9

【幕別】音更町 34 、【貝塚】熊取町 37
【益田】★益田市59

【益田】津和野町9・吉賀町6、【広島県】安芸太田町7

（N＝196）

（N＝237）

（N＝239）

（N＝453）

（N＝232）

（N＝300）

（N＝84）

【宇陀】★宇陀市 32

【三原】★三原市81



人口規模別の指標分析（④事業者側の体制：建設業事業所数）

○ 小規模自治体ほど建設業事業所数は少ない傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［建設業事業所数］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

2,264箇所 －

607箇所 －

298箇所 －

189箇所 －

96箇所 －

47箇所 －

20箇所 －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省・経産省「経済センサス（R3）」

【貝塚】忠岡町 51、【養父】新温泉町94、
【和歌山県】かつらぎ町84

【宇陀】曽爾村17・東吉野村15

【貝塚】田尻町24、【益田】津和野町42・吉賀町41

【幕別】音更町186、【貝塚】熊取町123、【益田】★益田市237

【貝塚】泉大津市189・★貝塚市297・高石市174・泉南市170・阪南市162
【和歌山県】橋本市165

【草津】★草津市366、【貝塚】岸和田市676・和泉市487、【下関】★下関市968

【貝塚】岬町44

【宇陀】御杖村21、 【和歌山県】九度山町24・高野町28

【広島県】安芸太田町 68

【大館】★大館市313、【貝塚】泉佐野市304
【養父】豊岡市466、【三原】★三原市364

（N＝196）

（N＝237）

（N＝239）

（N＝453）

（N＝232）

（N＝297）

（N＝84）

【幕別】★幕別町114
【養父】★養父市142・朝来市162・香美町140
【宇陀】★宇陀市103、【広島県】北広島町128



人口規模別の指標分析（④事業者側の体制：建設業従業者数）

○ 小規模自治体ほど建設業従業者数は少ない傾向。
○ モデル地域のうち、代表自治体は相対的に多い傾向。
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［建設業従業者数］ 平均
人口当たり
平均

（千人当たり）

19,778人 －

4,829人 －

2,025人 －

1,139人 －

586人 －

304人 －

139人 －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：総務省・経産省「経済センサス（R3）」

【幕別】★幕別町 857
【養父】★養父市 723・朝来市 957・香美町 750・新温泉町 631
【宇陀】★宇陀市 526 、 【広島県】北広島町 658

【宇陀】曽爾村72・御杖村44・東吉野村52
【和歌山県】九度山町94

【貝塚】忠岡町353・岬町274、
【和歌山県】かつらぎ町465

【幕別】音更町1,453、【益田】★益田市1,859

【大館】★大館市2,806、【養父】豊岡市2,828、
【三原】★三原市2,523

【草津】★草津市2,936、【貝塚】岸和田市4,170・和泉市2,454、【下関】★下関市6,640

【貝塚】泉南市 932 ・阪南市 719
【和歌山県】橋本市 714

【貝塚】熊取町 586

【貝塚】田尻町141、【益田】津和野町274・吉賀町213、【広島県】安芸太田町313

【和歌山県】高野町118

【貝塚】泉大津市1,194・★貝塚市1,476・
泉佐野市1,803・高石市1,239

（N＝196）

（N＝237）

（N＝239）

（N＝453）

（N＝232）

（N＝297）

（N＝84）



人口規模別の指標分析（⑤メンテナンス状況：橋梁の修繕等措置）
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○ 橋梁の修繕等措置の完了率は、人口規模との傾向は見られない（管理する橋梁数や老朽化状
況、予算規模等の様々な変数によって、取組状況に差が出ると考えられる）。

［橋梁の修繕等措置の完了率］
平均

人口当たり
平均

73％ －

66％ －

66％ －

68％ －

67％ －

72％ －

66％ －

【モデル地域名】自治体名 ※★印は代表自治体凡例

出典：道路局「道路橋点検結果データ（R5）」

【大館】★大館市18
【貝塚】泉南市17

（N＝147）

（N＝164）

（N＝176）

（N＝310）

（N＝147）

（N＝188）

（N＝70）

【幕別】音更町81
【益田】★益田市76

【貝塚】阪南市 67

【貝塚】岬町41、【養父】
★養父市38・新温泉町42

【幕別】★幕別町81
【養父】朝来市87・香美町86

【草津】★草津市76
【貝塚】和泉市80 【貝塚】岸和田市100

【貝塚】泉大津市100・泉佐野
市100・高石市100、【養父】豊
岡市95、【和歌山県】橋本市95

【貝塚】
★貝塚市89

【貝塚】熊取町100

【貝塚】田尻町100
【益田】吉賀町92

【宇陀】★宇陀市13
【広島県】北広島町11

【宇陀】曽爾村100・東吉野村100
【和歌山】九度山町100・高野町100

【宇陀】御杖村39

【和歌山県】かつらぎ町 67

【益田】津和野町71

【三原】★三原市38

【広島県】安芸太田町15

【下関】★下関市17

※大阪府忠岡町：Ⅲ・Ⅳ判定なしのため未記載※１巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳの橋梁における措置完了率（２巡目点検完了時点）



人口規模別の指標分析（まとめ）
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○ 全国自治体の人口規模をみると、約半数（962団体）が３万人未満、約３割
（519団体）は1万人未満。

○ 2050年には、１万人未満が約1.4倍（218団体増加）、とりわけ5千人未満
が約1.8倍（211団体増加）となるなど、小規模化が進むと予測。

○ 小規模自治体ほど、人口当たりの道路橋梁数や道路延長は大きい一方、
技術系職員数や土木部門職員数、建設業事業所数、建設業従業者数は
少ない傾向。

○ 人口規模が同程度のグループ内で比較すると、群マネモデル地域のうち、
代表自治体は、技術系職員数や土木部門職員数、建設業事業所数、建設
業従業者数が相対的に多い傾向。

○ 橋梁の修繕措置率は、人口規模との傾向は見られない（管理する橋梁数
や老朽化状況、予算規模等の様々な変数によって、取組状況に差が出ると
考えられる） 。
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